
ぼくは強いぞ！　青鬼だぞ！　「ガォォォ〜！！」
今日は「節

せつ

分
ぶん

」　手作りお面で元気に豆まき　（小崎児童館：平成22年２月３日撮影）
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▲松尾座（松尾公民館）による演劇「平家まつりがやって来た」。多彩な登場人物と
テンポ良い展開。笑いあり、涙あり。400人の来場者が拍手喝采。
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▲「その土地の物を、自分の味で」。料理研究
家の為

ため

後
ご

喜
よし

光
みつ

さんによる実演を交えた記念
講演。

▲

た
く
さ
ん
の
造
花
を
束
ね
て
、
自
分
だ
け
の

　

小
さ
な
ブ
ー
ケ
づ
く
り
に
挑
戦
（
体
験
教
室
）

▲地元中学生への神楽指導や椎葉
の民話研究などの生涯学習推進功
労者を表彰。左から那須英一さん

（79歳・水越）、椎葉誠さん（72
歳・畑鳥の巣）

　
「
生
涯
学
習
」
は
村
民
一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
、自
由
に
取
り
組
め
る
も
の
で
す
。

頭
を
使
っ
た
り
、
体
を
使
っ
た
り
。
教
え

た
り
、
教
わ
っ
た
り
。
自
分
に
あ
っ
た
趣

味
を
見
つ
け
、
心
豊
か
に
、
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
月
21
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
第
21
回

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
村
民
が
つ
く
っ
た
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
、
大
正
琴
ひ
え
つ
き
サ
ー

ク
ル
や
椎
葉
村
民
謡
会
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
。
ま
た
、料
理
研
究
家
の
実
演

を
交
え
た
記
念
講
演
や
体
験
教
室
で
の
作

品
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
内
容
盛
り

だ
く
さ
ん
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
主
役
！

「
生し

ょ
う

涯が

い

学が

く

習し
ゅ
う

」



▲大勢の観衆の前で堂々と意見を発表する小学校７校、中学校２校
の代表者

　

村
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
合
計
４
９
４

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の

み
な
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略

第
９
回
椎
葉
村

  

人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル▲生涯学習フェスティバルでの表彰式

【 硬　筆 】 【 毛　筆 】 【 標　語 】
言
っ
て
ま
せ
ん
か　

傷
つ
く
言
葉

　

し
て
ま
せ
ん
か　

傷
つ
く
こ
と

　
　

見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
　
　
　

松
尾
中
一
年　

那
須 

由
佳

【
標
語
の
部
】※
応
募
２
２
７
点

■
最
優
秀
賞

　

那
須　

由
佳（
松
尾
中
１
年
）

■
優
秀
賞

　

椎
葉　

日
菜（
大
河
内
小
５
年
）

　

椎
葉
美
由
希（
椎
葉
中
２
年
）

■
奨
励
賞

　

日
髙　

陽
菜（
松
尾
小
２
年
）

　

那
須　

杏
理（
小
崎
小
６
年
）

　

那
須　

結
心（
鹿
野
遊
小
４
年
）

　

西　
　

陽
那（
椎
葉
小
３
年
）

　

尾
前　

涼
香（
尾
向
小
１
年
）

【
毛
筆
の
部
】※
応
募
２
０
５
点

■
最
優
秀
賞

　

中
瀬　

大
士（
椎
葉
中
３
年
）

■
優
秀
賞

　

安
藤　

有
希（
松
尾
中
１
年
）

　

植
村　

京
香（
椎
葉
小
５
年
）

■
奨
励
賞

　

黒
木　

彩
菜（
大
河
内
小
２
年
）

　

黒
木　

響
生（
小
崎
小
４
年
）

　

椎
葉　

幸
海（
不
土
野
小
６
年
）

　

椎
葉　

優
香（
松
尾
小
３
年
）

　

右
田　

莉
奈（
椎
葉
中
２
年
）

【
硬
筆
の
部
】※
応
募
６
２
点

■
最
優
秀
賞

　

那
須　

雪
音（
椎
葉
小
１
年
）

■
優
秀
賞

　

椎
葉　

陽
菜（
椎
葉
小
２
年
）

■
奨
励
賞

　

椎
葉　

愛
果（
松
尾
小
１
年
）

　

植
村　

桃
子（
椎
葉
小
２
年
）
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「
子
ど
も
の
声
を
聞
く
会
」

　

子
ど
も
た
ち
が
何
を
考
え
、
何
を
求
め

て
い
る
の
か
。
椎
葉
村
の
魅
力
や
将
来
像
、

自
分
の
将
来
の
夢
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

意
見
発
表
会
。
各
学
校
の
代
表
者
が
自
分

の
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、意
見
交
換
会
で
は「
山
村
留
学
」
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
、賛
成
・
反
対
の
立
場
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
椎
葉
村

青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
発
行
す
る

紙
面
上
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

不土野小６年
椎葉 幸海 さん

鹿野遊小４年
那須 結心 さん

椎葉小６年
尾前 なつめ さん

小崎小６年
右田 悠晶 くん

松尾中教頭
串間 研之 先生

大河内小６年
黒木 裕志 くん

尾向小６年
椎葉 和弥 くん

松尾小６年
児玉 樹里愛 さん

松尾中２年
甲斐 捺美 さん

椎葉中２年
椎山 晋之介 くん
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むらのできごと

▲１月13日、村長室で伝達式。写真左より黒木交通地域
安全対策監（県警）、椎葉次男副村長、新名交通課長

　（日向警察署）

交通事故死ゼロ2190日達成
　村内での交通事故死ゼロが2190日（平成16年１月12
日〜今年１月10日）に達成。椎葉村が県知事からの表
彰を受けました。
　この記録は現在も更新中で、県内では西米良村の2725
日に次いで２番目。各種啓発運動や交通座談会が実施さ
れ、交通安全協会や交通指導員、各区や村民の皆様が
積極的に交通行政に参加、ご協力いただいた結果です。
　今後も村民一体となって、交通安全に取り組んでい
きましょう。

補助金の使われ方をチェック
　本年度発足した「椎葉村行政評価委員会」が、１月
19日に第３回目の協議を終え、村長に補助金に対する
意見書を提出しました。役場では、12月中に次年度の
当初予算を財政担当に提出、１月下旬に村長による予
算編成の査定を実施、その時期に合わせて、意見書を
提出したものです。村としても村民の率直な意見とし
て真摯に受け止め、予算編成のための貴重な参考資料
として活用していきたいと考えております。
　今後、椎葉村行政評価委員会も勉強を重ねながら、
さらに村行財政に対する評価、意見を提言していきた
いとしています。

▲村長へ意見書を手渡す委員の皆さん

　

日
向
市
を
中
心
市
と
す
る
「
日
向
圏

域
定
住
自
立
圏
形
成
合
同
締
結
式
」
が

12
月
18
日
、
延
岡
市
を
中
心
市
と
す
る

県
北
地
域
の
「
定
住
自
立
圏
形
成
合
同

締
結
式
」
が
１
月
７
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
役
所
で
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
各
市
町

村
長
が
協
定
書
へ
の
調
印
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
定
住
自
立
圏
」
と
は
、
人
口
規
模

な
ど
が
一
定
要
件
を
満
た
す
市
を
中
心

に
、
経
済
、
社
会
、
住
民
生
活
な
ど
で
密

接
な
関
係
に
あ
る
周
辺
市
町
村
の
こ
と
。

こ
の
市
町
村
が
「
医
療
体
制
の
整
備
や
雇

用
の
場
の
確
保
」「
物
流
基
盤
な
ど
の
連
携
」

「
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
」
な
ど
を

細
分
化
し
、
項
目
別
に
協
議
。
今
後
、
国

の
交
付
金
な
ど
を
受
け
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
相
互

に
役
割
を
分
担
し
、
連
携
を
図
り
な
が
ら

生
活
機
能
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲延岡市役所で協定書に調印しガッチリと手を組み合う県北９市町村の首長。
　左から椎葉村長、諸塚村長、門川町長、日向市長、延岡市長、美郷町長、
　高千穂町長、日之影町長、五ヶ瀬町長（写真提供：延岡市企画課）

県北市町村が一致団結
　定住自立圏協定を締結
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むらのできごと
　

教
育
委
員
の
鹿
瀬
ア
ヤ
子
さ
ん
（
61

歳
・
春
岩
尾
）
の
退
任
に
と
も
な
い
、

新
教
育
委
員
と
し
て
那
須
重
昭
さ
ん
が

椎
葉
村
教
育
委
員
に

　

那
須
重
昭
さ
ん
選
任

那須 重
し げ

昭
あ き

 さん（60歳）
松尾（上松尾）

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
21
年
12

月
20
日
か
ら
の
４
年
間
で
、
今
後
、
村
の

教
育
行
政
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

教
育
委
員
と
は

　

教
育
委
員
と
は
、
教
育
長
を
含
む
５
人

の
委
員
で
構
成
す
る
県
や
市
町
村
に
お
か

れ
る
合
議
制
の
執
行
機
関
で
す
。
委
員
の

任
期
は
４
年
で
、
村
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
し
ま
す
。
毎
月
定
例
会
を
開
催

し
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要
事
項

を
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
教

育
行
政
の
一
体
的
な
推
進
や
処
理
に
つ
い

て
の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　平成16年からの６年間、本村の人権擁護委員を務
めてこられた古川アヤ子さんが退任され、法務大臣
より感謝状が贈られました。後任には荒竹トシ子さん

（松木）が委嘱を受け、同委員の椎葉吉人さん（向山
日添）、橋本浩美さん（上椎葉上２）とともに、本村
の人権に関する意識高揚を図りながら、相談員として
ご尽力いただきます。

▲退任の感謝状が贈られた古川アヤ子さん
　（１月26日・村長室）

　現在進められている「地上デジタル放送対策」と
「役場庁舎改築」の住民説明会が、２月９日から３
月２日にかけ、各公民館毎に行われました。
　説明会では地デジ対応テレビの視聴方法やリモコ
ンの使い方、オフトーク放送に替わる告知端末の説
明、村内無料電話のデモなどが行われました。また、
庁舎改築は、改築の必要性、これまでの経緯、現在
の進捗状況が説明されました。
　なお、庁舎改築については基本設計業務を開始し、
３月中の完成を目指しています。

役
場
庁
舎
改
築
・

　
　

地
デ
ジ
放
送
説
明
会▲村内無料電話を体験をする参加者

　（２月17日・松尾公民館）

　

１
月
16
日
、
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
21
年
度
宮
崎
県
公

民
館
大
会
」
に
お
い
て
、
小
崎
公
民
館
の

館
報
「
こ
ざ
記
」
が
、
宮
崎
県
公
民
館
連

合
会 
優
良
自
治
公
民
館
報
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

館
報
「
こ
ざ
記
」
は
平
成
９
年
に
創
刊
。

地
区
内
の
情
報
を
、
地
区
住
民
全
員
が
記

者
と
な
っ
て
提
供
し
、
記
事
に
は
方
言
を

使
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
民

の
視
点
に
立
ち
、
面
白
お
か
し
く
、
暖
か

み
の
あ
る
館
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
村
内
で
の
受
賞
は
、
栂
尾
公
民

館
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
１
０
３
」
以
来
と

な
り
ま
す
。

小
崎
公
民
館
報「
こ
ざ
記
」

　

県
の
優
良
館
報

　
　
　
　
　

表
彰
を
受
賞

▲館報「こざ記」は２ヶ月に１回の発行。
　編集長は黒木忠

ただし

さん（川の口）

人権擁護委員を退任
古川アヤ子さんへ感謝状



椎葉村役場
　福祉保健課健 康 だ よ り №150

目指せ ! ! 「脱メタボ」
　平成20年度より特定健診がスタートし、あわせて健診結果に応じてメタボリッ

クシンドロームの予防・改善のため、保健指導が実施されるようになりました。

　平成21年度は、116人が保健指導の対象となりました。７月に保健師また

は栄養士が初回面接を行い、対象者には生活習慣改善目標を立てていただき

ました。８月からは、毎月１回『脱メタボ教室』として、運動教室を開催し

ています。２・３月は、初回面接で立てた目標の最終評価を行い、平成22

年度の特定健診が行われる５月に向けて、新たな目標を立てる予定です。「次

の特定健診ではメタボリックシンドロームが改善されて、保健指導の対象に

ならないように！」と『脱メタボ教室』の参加者は意気込んでいます。

　実際に、平成20年度の保健指導対象者のうち、平成21年度の特定健診で

はメタボリックシンドロームがかなり改善された方が６人いますので、今

回ご紹介します。「脱メタボを目指し、気をつけたこと・心がけたこと」は、

皆さんもぜひ参考にしてみてください。

　なお、この６人には、７月に

各地区で開催しました特定健診

結果説明会において、「脱メタ

ボ大賞」として賞状と記念品が

贈呈されました。

地　　区 名　　　前 脱メタボを目指し、気をつけたこと・心がけたこと

夜　狩　内 那須シヅ子 さん 運動はウォーキング。犬の散歩にあわせて天気の悪いとき以外は行います。
食事はカロリーに気をつけ、食べ過ぎに注意しています。

尾　前　下 尾前ミサ子 さん ご飯は１杯だけにしています。間食はなるべくひかえるようにし、夕食後は
ほとんどしていません。

寺　　　床 尾前　亨昭 さん 脱メタボとして特に気をつけたことはありません。ただ早寝・早起きをし、
朝食を必ず食べるようにしています。

向山日当下 椎葉　春喜 さん 腹八分目！食べ過ぎないように食事の量には気をつけています。

水　　　無 尾前セツ子 さん 残り物をあと少しだからと食べ過ぎていました。それをやめて食べ過ぎるの
を防ぐようにしてます。

竹ノ枝尾日当 椎葉みや子 さん 夕食後は間食しないようにしています。それと、アルコールも飲まないよう
にしています。
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▲「脱メタボ大賞」表彰

▲『脱メタボ教室』の様子



　

椎
葉
村
役
場 

建
設
課

松　

岡　

正た
だ　

社た
か　

　

昨
年
の
10
月
14
日
か
ら
９
日
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
た
（
財
）
宮
崎
県
市
町

村
振
興
協
会
主
催
の
海
外
派
遣
研
修
に
、

県
内
各
自
治
体
職
員
22
人
で
構
成
さ
れ
る

研
修
視
察
団
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
各
職
員
が
持
ち
寄
っ

た
テ
ー
マ
を
基
に
学
び
た
い
内
容
と
そ
の

視
察
先
を
各
自
の
プ
レ
ゼ
ン
を
通
し
た
協

議
で
決
定
し
ま
し
た
。
１
班
は
「
福
祉
・

ま
ち
づ
く
り・教
育
」を
テ
ー
マ
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ド
イ
ツ
を
、
２
班
は
「
環
境
対
策
・

ま
ち
づ
く
り
・
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ラ

ン
ス
・
ド
イ
ツ
を
訪
問
。
先
進
地
と
な
る

各
国
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
２
班
に
所
属
し
、
そ
の
中
の
「
森

林
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
・
新
た
な
森

林
施
策
」
と
い
う
課
題
の
も
と
、
ド
イ

ツ
（
バ
ー
ト･

ヴ
ェ
ー
リ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン

市
）
に
お
け
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
主

に
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
同
市
発
祥
地
の

「
ク
ナ
イ
プ
療
法
」
は
ド
イ
ツ
国
内
は
も

と
よ
り
欧
州
に
お
い
て
も
大
変
盛
ん
で
、

心
臓
病
・
呼
吸
循
環
器
系
・
リ
ウ
マ
チ
・

神
経
症
等
を
中
心
に
様
々
な
病
気
の
治
療

及
び
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
同
療
法
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た

「
水
・
運
動
・
植
物
（
薬
草
）・
食
事
・
秩

序
」
の
５
つ
の
柱
で
成
り
立
ち
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
は
運
動
療
法
の
一
環
と
し
て
導
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
療
法
は
医
療
保
険

の
適
用
が
可
能
で
、
さ
ら
に
同
国
で
は
４

年
に
１
度
３
週
間
の
保
養
が
法
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
制
度
も
あ
り
、
こ
れ
ら
療
養

に
対
し
て
深
い
理
解
が
得
ら
れ
、
誰
で
も

安
心
し
て
心
身
面
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で

き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
現
在
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し

め
る
コ
ー
ス
が
12
・
３
㎞
整
備
さ
れ
、
針
葉

樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
の
中
、
な
だ
ら
か
で

幅
広
い
歩
道
に
案
内
板
や
休
憩
所
の
ほ
か
、

多
種
多
様
な
体
験
が
で
き
る
区
画
を
設
置
。

利
用
者
が
楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
る
よ

う
、わ
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
案

内
で
き
る
市
公
認
ガ
イ
ド
５
人
を
養
成
し

て
い
ま
し
た
。
以
前
は
人
口
１
，０
０
０
人

足
ら
ず
の
村
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
同
療

法
を
中
心
と
す
る
街
づ
く
り
に
よ
り
現
在

１
５
，０
０
０
人
ま
で
増
加
。
年
間
を
通
し

て
延
べ
70
万
人
が
長
期
滞
在
で
訪
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
雇
用
に
つ
な
が
る
多
大

な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
が
38
カ

所
（
う
ち
県
内
３
カ
所
）
あ
り
ま
す
が
、

欧
州
ほ
ど
の
利
用
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ド
イ
ツ
で
は
地
域
資
源
と
療
養
・
保

養
を
結
び
つ
か
せ
、
同
時
に
利
用
し
や
す
い

制
度
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
充
実
し
た
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
同
国
を
訪
れ
た

際
に
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
な
い
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
欧
州
で
は
あ
っ
さ
り
し
た
肉

質
が
好
評
な
シ
カ
は
捕
獲
数
の
調
整
が
必

要
な
ほ
ど
で
、
被
害
例
は
ほ
と
ん
ど
報
告
が

な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
好
ま
れ
る
イ
ノ
シ

シ
肉
は
脂
っ
ぽ
く
臭
み
が
あ
り
不
人
気
で
、

頭
数
が
年
々
増
加
し
度
々
農
作
物
に
被
害

が
あ
る
。」
と
の
回
答
で
し
た
。
ち
な
み
に

シ
カ
肉
は
赤
ワ
イ
ン
に
浸
し
て
調
理
さ
れ
た

も
の
が
人
気
の
家
庭
料
理
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
の
シ
カ
肉
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば

輸
出
に
よ
る
販
路
拡
大
が
期
待
で
き
る
と

研
修
生
同
士
で
話
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
研
修
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

平
成
21
年
度 

宮
崎
県
市
町
村
職
員

海
外
派
遣
研
修
報
告

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
化
に
つ
な

が
る
リ
ラ
ダ
ン
市
Ｉ
Ｔ
行
政
、
花
の
街
づ
く

り
で
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
メ
ゾ
ン
ア
ル

フ
ォ
ー
ル
市
の
取
り
組
み
。
ド
イ
ツ
で
は
環

境
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
市
の
公
的
機
関
で
あ
り
な
が
ら
完
全
独

立
採
算
制
の
経
営
と
高
い
循
環
率
を
実
現

さ
せ
て
い
る
廃
棄
物
処
理
業
務
、さ
ら
に
同

市
の
環
境
と
福
祉
を
結
び
つ
け
た
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
。
同
国
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市
に

お
け
る
高
冷
地
の
特
性
を
生
か
し
た
ア
イ

ス
ワ
イ
ン
生
産
な
ど
数
多
く
の
先
進
的
事

例
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
紹
介
で
き

な
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
研
修
生
で
90
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
得
る
こ
と

が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
仲
間
、
そ
し
て
経

験
と
知
識
を
今
後
の
仕
事
に
十
分
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ＩＴ教育を推進する小学校を視察
　（フランス･リラダン市のカサン小学校）

▲日常的に森に親しむ人が多いドイツ
　の森林ロード
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【問い合わせ先】
　〒883-1601　宮崎県東臼杵郡
　椎葉村大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 総務課「広報しいば」係
　　☎　０９８２−６７−３２０１
　ＦＡＸ０９８２−６７−２８２５

Public Relations of  SHIIBA �2010（H22）３月号

椎葉
晃充
村長の

2月の
動き

１
日　
県
森
林
審
議
会
長
期
計
画
部
会（
宮
崎
市
）

２
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会

　
　
　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会

　
　
　

町
村
会
予
算
査
定
（
宮
崎
市
）

４
日　
庁
議
、す
こ
や
か
祝
い
金
交
付
式（
役
場
）

　
　
　

行
財
政
改
革
懇
談
会
（
宮
崎
市
）

６
日　

竹
の
枝
尾
神
楽
公
演
（
東
京
都
）

８
日　

郡
町
村
会
臨
時
会
（
日
向
市
）

９
日　

元
中
島
宮
崎
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

会
長
社
葬
（
宮
崎
市
）

10
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
理

事
会
（
東
京
都
）

12
日　

県
町
村
会
役
員
会 

他
（
宮
崎
市
）

15
日　

県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

　
　
　

県
農
政
審
議
会
（
宮
崎
市
）

16
日　

入
札
会
（
役
場
）

　
　
　

椎
葉
ア
キ
ノ
さ
ん
百
歳
長
寿
祝
い

　
　
　

北
部
広
域
連
合
議
会
（
延
岡
市
）

17
日　

嘱
託
職
員
面
接
試
験
（
役
場
）

18
日　

臨
時
庁
議
（
役
場
）

19
日　

代
議
士
国
政
報
告
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
子
ど
も
の
声
を
聞
く
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

22
日　

県
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　
地
域
振
興
対
策
委
協
議
会
総
会（
宮
崎
市
）

23
日　

県
戦
没
者
等
慰
霊
奉
賛
会
理
事
会

　
　
　

県
議
長
会
定
期
総
会
（
宮
崎
市
）

24
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会
（
美
郷
町
）

　
　
　
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
議
会（
日
向
市
）

25
日　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
協
議
会

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会

　
　
　

入
札
会
（
役
場
）

26
日　

国
保
連
合
会
通
常
総
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

耳
川
林
業
理
事
会
（
日
向
市
）

▲すこやか祝い金交付式
　（４日）

「広報しいば」を
お届けします！
送付協力金（１年分）

１,０００円

　「広報しいば」は村内の各家庭に無料で
お配りしています。希望者には村外へもお
送りいたしますので、ぜひご連絡ください。

※村外へのお届けには送付協力金 1,000
円（年額）のご負担をお願いしています。

宮崎県広報コンクール
３部門で入賞！
【広報紙：町村の部】

入選（12月号）
【一枚写真の部】

入選（５月号・表紙）
【組み写真の部】

努力賞（12月号・P6 〜 7）

　平成22年「宮崎県広報コンクール」が開
催されました。対象となったのは平成21
年（１〜12月）に宮崎県内で発
行された市町村の広報紙です。
審査の結果、「広報しいば」は
３部門で賞をいただきました。
　皆様のご協力に深く感謝い
たします。ありがとうござい
ました。

たくさんの情報

まってま〜す！



転入・転出時には
水道使用の手続きを!

椎葉村簡易水道ご利用の皆様
（上椎葉、松尾、鹿野遊地区）
　３月、４月は村内外への転居の季
節です。転居予定の方は、「開栓届」

「閉栓届」が必要です。早めのお手
続きをお願いいたします。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 住民グループ
　（水道担当）
　　☎０９８２−６７−３２０５

「平家まつり2009」
DVD＆VHS 限定販売!
　「椎葉平家まつり2009」の様子を収
めた記録ビデオを
販売いたします。
数に限りがありま
すので、お早めに
ご注文ください。
■規格：DVD（25枚）・VHS（５本）
■価格：各２,０００円
■問い合わせ・注文先
　役場 総務課 企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

卒業おめでとう !
中学校 卒業式

■期　日　３月16日（火）
■卒業生　合計22人
　　　　　（男子12人・女子10人）

【椎葉中学校】※地区別掲載
《上椎葉》椎葉康文・椎葉裕二郎・
　那須俊・那須理一・吉持賛花

《尾八重》椎葉美咲
《鹿野遊》那須結香
《尾向》尾前駿・尾前翔平・椎葉惇平・
　尾前佳奈江

《不土野》椎葉勇治
《大河内》中竹美紀
《小崎》黒木一輝・椎葉潤・中瀬大士・
　椎葉三奈美・那須まきみ・
　右田千晴

【松尾中学校】
《松尾》甲斐健太・甲斐智美・
　鹿瀨晴妃
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会 学校教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０

税の納期（３月分）
納期限内に納めましょう

【国民健康保険税】（10期）
■口座振替日　３月26日
■納　期　限　３月31日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　３月９日・４月13日
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　３月15日・４月19日
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

国民年金保険料
納付が困難なときは
お早めの手続きを！

　所得が少ないなどの理由で保険料
の納付が困難な方は、申請により保
険料の免除（全部又は一部）や猶予
の制度を利用することができます。
お早めにご相談ください。
■所得が少ない人は
　【申請免除制度】
　※全額又は一部免除があります。
■30歳未満の人は
　【若年者納付猶予制度】
　※30歳未満の人限定です。
■学生の人は
　【学生納付特例制度】
　※納付は社会人になってから。
■問い合わせ先
　延岡年金事務所
　　☎０９８２−２１−５４２４
　役場 税務住民課 住民グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

宮崎県ふるさと就職説明会
参加者募集

　人材を求める県内企業とＵ･Ｉ
ターン就職希望者、新規学卒予定者
の出会いの場として、県内３会場で
就職説明会を開催します。

東京 ４/17
（土） 都道府県会館

福岡 ５/８
（土） 天神ビル

大阪 ５/22
（土） 大阪駅前第３ビル

■開催時間　13：00 〜 16：00
　　　　　　（受付12：00 〜）
■対象者　Ｕ･Ｉターン就職希望者
　　　　　新規学卒予定者
■参加企業
　県内で就業する人材を募集する企業

※参加企業は、宮崎県庁ホーム
ページ（「宮崎県就職説明会」
で検索）等でご確認ください。

■その他　参加無料
■問い合わせ先
　宮崎県 地域雇用対策室
　　☎０９８５−２６−７１０９

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●２月１日現在
　男　　1,550人（−6）
　女　　1,566人（−1）
　計　　3,116人（−7）
世帯数　1,263戸（−3）
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鹿
野
遊（
十
根
川
）の
伝
建
地
区
の
古
民

家
で
行
わ
れ
た「
タ
マ
チ
ャ
ー
ル
ズ
＆
エ
リ

カ
」の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。
聴
衆
は
ス
ト
ー
ブ

と
い
ろ
り
で
暖
を
取
り
、心
に
響
く
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
と
歌
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
１
月
29
日
）
※
写
真
撮
影
：
甲
斐
写
真
館
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椎葉アキノさん 祝百歳！
　椎葉アキノさん（上椎葉下１）が２月16日で百歳にな
られました。1910年（明治43年）生まれのアキノさんは
20歳で結婚し、８人の子どもをもうけました。孫が10人、
ひ孫も10人います。現在は長男の嫁になるミヤノさん

（72歳）との二人暮らし。長生きの秘訣を訪ねると、笑
顔で「特になし」と。間食はせず、食事は腹八分目。身
の回りのことは何でも自分でする、とても元気なおばあ
ちゃんです。

嶽た
け

之の

枝え
だ

尾お

神か

ぐ

ら楽

　

10
年
ぶ
り 

東
京
公
演

　２月６、７日の二日間、紀尾井ホール
（東京都千代田区）で上演。「注

し

連
め

引
ひき

鬼
き

神
じん

」や「稲
い な り

荷神
か ぐ ら

楽」など６番を16人で舞い、
詰め掛けた満員の観客を魅了しました。

古民家で
ジャズライブ



カメラ さんぽ
春夏秋冬 まるごと椎葉

不土野小学校「ちびっ子落
らく

語
ご

」
笑いを届けて20年

　落語を授業に取り入れてきた不土野小学校。今年は
20周年記念事業で、なつかしい先生方も大勢参加。発
表会で４人の児童が表情豊かに堂々と披露。立派に成
人した先輩たちも、負けじと披露。会場一杯に笑顔が
広がり、笑い声と拍手が響きました。（２月14日）
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「
鬼お

に

は
〜
外そ

と

〜
」

　
「
福ふ

く

は
〜
内う

ち

〜
」

　

小
崎
児
童
館
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
。
節せ

つ

分ぶ
ん

に
豆
ま
き
を
し
て
、
自
分
の
中
の
泣
き
虫

鬼
や
い
じ
わ
る
鬼
を
や
っ
つ
け
ま
し
た
。

（
２
月
３
日
）
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上
旬　

村
乾
し
い
た
け
品
評
会
表
彰
式

　
　
　

椎
茸
部
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

１
日　

職
員
辞
令
交
付
式
（
役
場
）

６
日　

児
童
館
・
保
育
所 

入
園
式

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

７
日　

和
牛
登
録
、

　
　
　
　

畜
魂
供
養
祭
（
那
須
橋
）

　
　
　

小
中
学
校
始
業
式

８
日　

中
学
校
入
学
式

９
日　

小
学
校
入
学
式

11
日　

春
の
全
国

　
　
　
　

交
通
安
全
運
動（
〜
20
日
）

13
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

※
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

14
日　

子
牛
育
成
村
品
評
会（
那
須
橋
）

15
日　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

18
日　

ミ
ニ
バ
レ
ー
春
季
大
会

　
　
　
　
（
村
体
育
館
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

25
日　

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

27
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

29
日　

昭
和
の
日

30
日　

子
牛
育
成
郡
共
進
会（
延
岡
市
）

　
　
　

２
校
間
集
合
学
習

　
　
　
　
（
尾
向
小
・
不
土
野
小
）

下
旬　

園
芸
部
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　
　
　
　

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

４
月
の
主
な
行
事

BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより
　

と
と
さ
ん
は
、
あ
る
日
お
腹
が
痛

く
な
り･･･ 

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
蛙

→
蛇
→
き
じ･･

を
次
々
飲
む
事
に
。

次
は
何
を
飲
む
の
か
な
ぁ
？ 
ド
キ

ド
キ
わ
く
わ
く
の
お
話
で
す
。 『かえるをのんだととさん』

【福音館書店】
（作）日野 十成　（絵）斎藤 隆夫

33

戸
籍
だ
よ
り
（
１
月
届
出
分
）

椎葉中 ３年

尾前　駿
しゅん

 くん

　
「
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
時
に
12
の
贈

り
物
が
さ
ず
け
ら
れ
ま
し
た
」な
ん

だ
か
ぼ
く
の
心
ま
で
き
れ
い
に
な
っ

ち
ゃ
い
そ
う
な
。
そ
ん
な
本
で
す
。

『
12
の
贈
り
も
の
』

−
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
り
の

　

大
切
な
あ
な
た
へ

−

【
ポ
プ
ラ
社
】

（
作
）
シ
ャ
ー
リ
ン
・
コ
ス
タ
ン
ゾ

椎葉中 ３年

那須 まきみ さん

　

も
し
、
日
頃
使
っ
て
い
る
小
さ
い

「
つ
」
が
消
え
て
、
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら･･･ 

と
い
う
文
字
の

世
界
の
お
話
で
す
。

『
小
さ
い
「
つ
」
が
消
え
た
日
』

【
新
風
舎
】

（
作
）
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
フ
ォ
ン 

ロ
ー

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

尾
前 

妃ひ

和わ

子こ 

ち
ゃ
ん

（
上
椎
葉
下
１
）
和
博
・
ゆ
り 

さ
ん

　
　

常　

愛あ
い

理り 

ち
ゃ
ん

（
向
山
日
当
下
）
洋
樹
・
美
和 

さ
ん

　
　

原
田 

惺せ
い

士し

郎ろ
う 

く
ん

（
小
河
内
）
健
司
・
の
ぞ
み 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須 

タ
ケ 

様
（
92
歳
）

　
　
　

鹿
野
遊
（
野
老
ヶ
八
重
）

　

那
須 

エ
ン 

様
（
83
歳
）

　
　
　

小
崎
（
入
子
蒔
）

　

椎
葉 　

滉 

様
（
90
歳
）

　
　
　

松
尾
（
栗
の
尾
）

　

那
須 

義
雄 

様
（
80
歳
）

　
　
　

松
尾
（
畑･

鳥
の
巣
）

　

椎
葉 

イ
ワ 
様
（
栗
の
尾
）

　
　
（
故 

椎
葉　

滉 

様
）

　

大
好
き
な
家
族
に
囲
ま
れ
て
、

楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
マ
ー

リ
ー
。
あ
る
日
突
然
、
本
当
の
両
親

の
事
を
知
る
。
血
の
繋
が
り
だ
け
が

親
子
で
な
い
と
気
付
く
ま
で
の
成
長

を
描
く
。

『
天
使
の
す
む
町
』　　
　
【
小
峰
書
店
】

（
作
）
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
訳
）
冨
永 

星

香
典
返
し

（
１
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

椎葉中学校 寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

「醇
じゅん

和
わ

寮
りょう

」



　

標
高
８
３
０
ｍ
、
１
周
２
，
０
０
０
ｍ

の
コ
ー
ス
。
走
り
き
っ
た
爽
快
感
は
格
別

で
す
。
記
録
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
緑
と
鳥

の
さ
え
ず
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
清
々
し
く

駆
け
ぬ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

ま
た
、
当
日
は
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
同
時
開
催
。
参
加
費

無
料
で
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
期
日
】
４
月
18
日
（
日
）

　
　　
午
前
９
時 

開
会　

※
雨
天
決
行

【
場
所
】
池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

【
種
目
】
１
㎞
・
２
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞

【
参
加
費
】小
・
中
・
高
校
生　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　

大
学
・
一
般　
　

２
，０
０
０
円

【
申
込
締
切
】
３
月
19
日
（
金
）

「
第
７
回
諸
塚

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」＆

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催
！

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
へ
行
こ
う
よ
！

【問い合わせ先】
　諸塚クロスカントリー大会実行
　委員会事務局（諸塚村教育委員会内）
　　☎０９８２−６５−００７２
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▼
宮
崎
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
年
連
続
３
部

門
入
賞
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
、
協
力
し
て
も
ら
い
、

で
き
あ
が
っ
た
広
報
紙
で
す
。感
謝
、感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
入
賞
内
訳
は
組
み

写
真
の
部
が
３
年
連
続
入
賞
。
た
だ
し
、
ず
っ

と
努
力
賞
。
ま
だ
ま
だ
で
す
。
一
枚
写
真
の
部

は
入
選
。
昨
年
の
努
力
賞
か
ら
一
つ
上
が
り
ま

し
た
。
昨
年
特
選
の
広
報
紙
の
部
は
入
選
。
今

年
の
特
選
は
三
股
町
。
一
昨
年
の
全
国
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
三
股
町
は
今
回
も
必
ず
全
国
上
位（
し

か
も
特
選
）
だ
と
信
じ
応
援
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
「
広
報
し
い
ば
」
の
目
標
は
写
真
部
門
で

の
特
選
、そ
し
て
全
国
入
賞
で
す
。「
有
言
実
行
」

頑
張
り
ま
す
▼
２
月
は
28
日
ま
で
。
い
つ
も
よ

り
少
な
い
日
数
。
毎
年
行
事
が
少
な
く
広
報
紙

の「
ネ
タ
」の
少
な
い
月
。
さ
ら
に
オ
フ
ト
ー
ク
、

広
報
、
選
挙
の
研
修
が
あ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
も

あ
り
、
不
在
が
多
か
っ
た
月
。「
頑
張
り
ま
す
」

宣
言
の
後
で
す
が
、
今
月
号
の
広
報
紙
は
い
つ

も
よ
り
少
な
い
14
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
手
抜
き

し
て
い
ま
せ
ん
。あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
を（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

豆
撒
き
の
鬼
の
眉
間
に
当
た
り
け
り　
　

	

小
丸
川
隆
信

［
評
］
節
分
の
鬼
役
は
、
そ
の
家
の
父
親
が
つ
と
め
る
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
こ
の
時
と
ば
か
り
父
親
に
向
か
っ
て
豆
を
打

つ
。
そ
の
中
で
一
つ
二
つ
勢
い
の
あ
る
豆
が
眉
間
に
命
中
し
た
。（
多

分
奥
様
が
日
頃
の
ナ
ン
ト
カ
を
ぶ
っ
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
）
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
句
。

空
の
色
少
し
変
わ
り
て
日
脚
伸
ぶ　
　
　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
日
脚
伸
ぶ
と
い
う
季
語
は
、
冬
至
以
後
一
日
一
日
長
く
な
る
こ
と
。
作

者
は
そ
れ
を
空
の
色
で
見
つ
け
た
。
さ
り
げ
な
い
よ
ろ
し
さ
。

子
供
達
棒
と
声
と
で
土
竜
打
ち　

	
那
須　

瑞
穂

［
評
］
土
竜
打
ち
の
よ
う
な
風
習
を
都
会
で
は
知
ら
な
い
者
が
多
い
。
ぜ
ひ
椎

葉
村
で
は
皆
さ
ん
に
五
七
五
で
詠
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
句
は
そ

の
良
き
見
本
で
あ
る
。

《
入
選
》

雪
の
道
父
と
越
え
き
し
靴
の
あ
と

那
須　
　

正

無
造
作
に
自
転
車
が
踏
む
蕗
の
薹

中
瀬　
　

汀

建
国
の
日
や
高
千
穂
の
峰
重
ね

黒
木
八
重
子

早
春
を
健
や
か
願
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

椎
葉
美
穂
子

壺
一
杯
水
仙
活
け
て
客
を
待
つ

小
八
重
知
津
子

節

分

や

完

売

で

き

た

恵

方

巻

戸
辺　

好
郎

里
は
春
尾
根
は
雪
で
す
椎
葉
路
は

椎
葉
シ
ヅ
子

俳
句
募
集 

＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ

　
　
　
　
　
　

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

２
月
３
日
「
節
分
」。
こ
の
日
に
は
豆

を
ま
き
、
年
の
数
だ
け
食
べ
る
風
習
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
火
に
く
ぐ
ら
せ

て
邪
気
を
払
っ
た
豆（
鬼
）を
食
べ
、
鬼

退
治
を
す
る
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま

す
。
我
が
家
で
は
、
昔
か
ら
父
が
大
豆

を
炒
っ
て
家
中
に
ま
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
主
流
は
落
花
生
な
の
で
、
大
豆

の
豆
ま
き
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
人
も

い
る
の
で
は
。
そ
れ
で
は
年
の
数
だ
け

･･･

。
み
な
さ
ん
は
落
花
生
を
殻
で
数

え
ま
す
か
？ 

中
身
で
数
え
ま
す
か
？

『節分』
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　シナノキ科シナノキ属。シナノキは高さ20m、直径
１ｍくらいまで成長する落葉高木で、北海道から九州
の山地に生育します。椎葉村は分布のほぼ南限に当
たり、山中にわずかに点在する程度なので同属のヘ
ラノキのほうがなじみがあるかもしれません。シナノ
キやヘラノキは６、７月頃に淡黄色の小さな花を咲か
せます。花の脇に長楕円形でヘラ状の変わった形の
葉をつけるのが特徴で、ヘラノキの和名の由来にもな
りました。一方、シナノキはアイヌ語で「結ぶ、縛る」
を意味するシナからとする説があります。葉は互生
し、葉身は長さ６〜 10㎝ほどのゆがんだ心型で、先
端は尾状に伸びます。樹皮は暗褐色で浅い縦長の溝
があります。樹皮の繊維が強靱なので、かつてはシナ
布と呼ばれる布や縄が各地で作られていました。材
は軽軟かつ均質で加工しやすいため様々用途に使わ
れ、現在でも優良な合板材として賞用されています。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

シナノキ
89

未来にはばたけ！

平成20年１月26日生まれ

おとうさん：伊織 さん
おかあさん：三容子 さん
ミニカーが大好きで、おでかけする時
も握りしめています。お姉ちゃんたち
に負けないくらい元気いっぱいです。

平成20年３月30日生まれ

おとうさん：誠 さん
おかあさん：妙織 さん
いつも元気いっぱい、歌とダンス
が大好きな女の子です♪ 橋本商
店の看板娘として接客を勉強中☆
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上
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葉
（
針
金
橋
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大
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正
しょう

琴
ごと

ひえつきサークル

●26

フェイス！
Face 
in March

　昨年の10月にお店「だんだん酒店」をオープンし、

地区の方々に支えられながら親子で頑張っています。向

山に来た時は、気軽にお立ち寄りください。

33
歳
・
尾
向（

向
山
日
添）

甲
斐 

裕ひ
ろ

子こ 

さ
ん

８
歳
・
尾
向
小
学
校
２
年

甲
斐 

将ま
さ

晃き 

く
ん

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
　“笑顔の輪”を広げていきます。

興
味
の
あ
る
方

入
会 

大
歓
迎
！

初
心
者
も
ど
う
ぞ

　平成４年に結成。現在の会員数は７人。毎月２回の練習を行い、
平寿園でのボランティア演奏会も行っています。「楽しく練習、スト
レス解消！」。初心者の入会希望者も大歓迎です。

代表　山中 サナエ さん

上椎葉（尾田山中）


